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田嶋 宣行 

 新年明けましておめでとうございます。  
皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上
げます。  
 旧年中は多くの医療・福祉・行政機関の皆様方のご支援、ご協力を賜り
深く感謝申し上げます。  
 さて、昨年4月に発足しました地域医療連携室も何とか軌道に乗り、地
域医療連携室ニュースレターも新年にあたり3回目の発刊を迎えることが
出来ました。これまで外来・病棟の診療時間や診療体制、当院職員の紹
介、家族教室等の院内活動状況、ぴありんくパーティー（当事者、支援者
の交流会）等の開催行事についてささやかながら情報発信をして参りまし
た。今年もさらに当院の活動状況や職員の頑張りを可視化できるよう努力
して参る所存でございます。  
 また、今年は4月1日より診療報酬の改定、精神保健福祉法や介護保険
法の一部改正が一斉に実施されます。時代の流れに取り残されることな
く、より良い精神科医療の実現のため関係諸機関の皆様と更なる連携を深
めていければと考えております。  
 今年も未来の風せいわ病院の地域医療連携室をよろしくお願い申し上げ
ます。 

基本理念 

１. 私たちは、常に笑顔を絶やすことなく最高
のサービスを提供します  

２. 私たちは、「ひとの心の痛みに涙する」温
かく深い人間性と豊かな感性を磨きます 

３. 私たちは、いのちの尊敬と基本的人権を尊
重します 

４. 私たちは、社会的使命をもってよりよい地
域社会づくりに努めます 

５. 私たちは、職業人として技術と資質の向上
に努めます 

６. 私たちは、よりよい職場づくりのために対
話と相互理解に努めます 

７. 私たちは、共に働く仲間たちに感謝し、自
らの仕事に誇りを持って働きます 

８. 私たちは、高い志をもち、我が国を代表す
る病院・施設づくりに努めます 

８つの基本指針 

すべてのひとがいきいきと自分らしく 
     生きていける地域社会づくり 

新年のごあいさつ 

 ☆★一富士二鷹三茄子★☆ 

 ～せいわ病院ギャラリーに展示～ 

作：デイケアスタッフ・デイケア利用者 



019-696-2055 にお電話下さい。 

 初診・再診の予約制を実施しておりますので、地域医療連携室看護師長吉田を指名し予約をして下

さい。その際、患者紹介FAX申込書と診療情報提供書をお願いしておりますので、ご協力お願いし

ます。 

下記のURLより患者紹介FAX申込書をダウンロードできますので御利用下さい。 

URL：http://www.i-seiwa.com/chiikiiryorenkei.html FAX:019-696-4185 

～新規の受診・入院相談～ 

 

 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

新患担当  牧野賢二  
関山俊弘 田嶋宣行 

佐々木浩行  遠藤知方  
再診のみ 

第1・第3 

 佐々木 浩行 

第2・第4 

 田嶋 宣行 

第1・第5  

遠藤 知方 

医大医師 医大医師 

再診担当  牧野賢二  
田嶋宣行 佐々木浩行 

智田文徳  関山俊弘  
智田文徳 遠藤知方 

外来担当医 

診療時間 

月曜日～金曜日 9：00～17：00 

土曜日 9：00～12：00 

休診日 日曜・祝日・お盆(8/14～16)・年末年始(12/29～1/3) 

 
法人関連施設等を紹介してまいります。 

今回は、訪問看護ステーションとアウトリーチです。 

トピックス 

＊「訪問看護ステーションせいわ」はスタッフ6人で訪問活動を行ってい
ます。事業の実施地域は、盛岡市、滝沢市、矢巾町、紫波町です。  
＊看護を必要とする方々が、より快適に生活を送る事が出来るように、
かかりつけ医との連携をとリながら、1人ひとりの状態に合わせたサービ
スを提供しています。そして、看護職として異常を早く発見し病状が悪
くならないように看護につとめています。  
＊訪問看護ステーションせいわの今年度の取り組みとして、昨年の6月か
ら月1回≪かわら版≫を発行し利用者の皆様にお渡ししています。≪かわ
ら版≫の内容は、不眠や不安時の対処の方法・熱中症対策・感染予防・年末の大掃除ならぬ小掃除につい
て・各地域のイベント情報・簡単レシピ等。日常の生活に必要と思われる情報を掲載する事で、中には全
く無反応の方もいますが、今月のかわら版はありますか？、やって見たら良かった、壁に貼って見ていま
す、家族やヘルパーとのコミュニケーションになっている等の言葉を聞く事が出来ていることから、利用
者の方々のセルフケア向上の為に、これからも創意工夫し発行していく予定です。  
＊利用者の皆様、介護・医療に携わっているスタッフの皆様、私たちは智徳会の理念「すべてのひとがい
きいきと自分らしくいきていける地域社会づくり」を胸に“安心できる在宅生活”を“えがお”でサポー
トしていきたいと思っていますので、今後ともよろしくお願いいたします。  
＊訪問看護について詳しく知りたい方は、ぜひ当ステーションまでお問い合わせください。  
 
訪問看護ステーションせいわスタッフ一同 TEL：019－675－1250 ・FAX：0１９－675－1251  

■訪問看護ステーションせいわ 



■精神障害者アウトリーチ推進事業 
（国のモデル事業で岩手県委託事業）について 

 当事業はなんらかの精神的な問題により、生活のし
にくさを感じている方に対して単に「受診」「入院」
という方法で解決を試みるのではなく、アウトリーチ
（訪問）により医療・生活を包括的に支援し、その方
が安心して生活できるようお手伝いをしていく事業で
す。 
 岩手県アウトリーチチーム晴風は、Dr、PHN、
Ns、PSW、CP、ピアサポーター、事務員の12名で
構成されます。今まで114名の相談に応じ、そのうち
ケースの選出を受けた29名の対象者の支援を行って
きました。チームの特徴としては 
①ストレングス視点による支援を心掛けていること 
②対象者1名に2，3名の少人数の担当制をとっていること  
③ピアサポーターの積極的活用を図っていることではないかと思います。 
2年目を迎え、実践の蓄積からチーム自体も日々進化（深化）
していると感じております。 
 また、アウトリーチチームのホームページ「晴風」を開設し
ています。アウトリーチとはどういったものであるか？アウト
リーチチームの活動内容等掲載しています。右記にあります
URLからぜひアクセスしてみてください。 

 家族教室施設見学ツアー報告 
去る、12月18日、家族教室カフェ絆では、半年に一度の施設見学会を実施しました。 
施設見学会は、毎回、地域にある「居(場所)・職(場)・住」をご家族、当事者が、直接目で

見て、耳で聞き、肌で感じて学べる機会となるよ
う企画しています。最近では、ご家族がプチ遠足
のようによい気分転換の場としても活用されてい
ます。次回は、「東京スカイツリーに行きた
い！」なんて声も・・・。 

≪今回、見学した場所≫ 
居…本院デイケア・デイナイトケア 
職…就労移行支援Ａ型事業所 となんカナン 
 …就労継続支援Ｂ型  You-Meゆいっこ 
住…開成パンション本館 

http://iwate-outreach.org/ 

開
成
パ
ン
シ
ョ
ン 

デ
イ
ケ
ア 
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■バス 

●長岡線・日詰駅前行き 

盛岡駅（5番）発又はバスセンター（構内3番）より乗

車、手代森ニュータウン北口降車（約20分）バス停より

徒歩5分 

 

●日赤経由・ふれあいランド経由川久保線、乙部線手代

森ニュータウン南口行き又は乙部行き 

盛岡駅（5番）発バスセンター（NANAK[旧中三]向）

経由、手代森ニュータウン北口降車（約20分）バス停よ

り徒歩5分 

 

●中央線・都南の園営業所行き 

盛岡駅（5番）発バスセンター（NANAK[旧中三]向）

経由、手代森ニュータウン入口降車（約30分）バス停よ

り徒歩3分 
 

■車 

●盛岡駅から車で20分 

（国道4号・396号経由 都南大橋過ぎセブンイレブン左

折後、500m左側） 

●東北自動車道 盛岡南ICから車で15分 

（県道36号・国道396号経由 同上） 

※無料駐車場完備 

発達障害研修会 

病院へのアクセス 

 平成26年の新春を飾り、1月7日に広汎性発達障害の臨床研究の第一人者である、京都大学医

学部人間健康科学科教授 十一元三（といちもとみ）先生をお招きし「自閉症スペクトラム障害

─基礎と臨床─」と題して、当院大会議室にて講演会を開催しました。当日は仕事始め早々の夕

方の時間にもかかわらず、医療現場、学校関係者、司法矯正、支援関係機関など実に多方面の

方々総勢１５６名がご参加くださいました。発達障害への関心の高さに圧倒され、会場は熱心な

参加者の皆さまの熱気で、外の寒さも忘れるほどでした。 

 十一先生のご講演は、自閉症スペクトラム、広汎性発達障害に

ついて初学者の方から日々支援にあたっていらっしゃる専門家の

方々までを広く対象として、「基礎と臨床」をわかりやすく解説

して頂きました。御講演は四部構成で全体を基礎編・臨床編とわ

けてのお話しでした。第一部ではあらためて「自閉症スペクトラ

ム障害」の概念の成立過程を展望しその特性を理解解説され、第

二部では自閉症スペクトラムを見過ごさずに対応していくため診

断や見立てを説明いただき（ここまで基礎編）、第三部ではスト

レス反応と二次障害を概

観し、第四部では実際に臨床問題の背景にある併存障害

や二次障害の具体例をケースを交えて解説（ここまで臨

床編）していただきました。 

 一時間のご講演があっというまで、「もっとお話をう

かがいたい」との声も多数聞かれ、時折笑いあり、はっ

と気づかされることありの密度の濃い一時間でした。当

日はお忙しい中、不慣れな運営にもかかわらず、皆さま

のご協力でスムーズに進めることができました。 

ご参加いただいた皆様に、厚く感謝申し上げます。あり

がとうございました。 

～十一元三先生ご講演～ 


